
ち
の
歓
声
が
教
室
い
っ
ぱ
い
に
沸
き

上
が
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
十
二
月
に
は
鳥
取
市
で

活
動
し
て
い
る
チ
ェ
ロ
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
が
、
ハ
ー

ナ
ウ
市
で
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
き
、
唱
歌
「
ふ
る
さ
と
」
な
ど
の

演
奏
を
通
し
て
、
姉
妹
都
市
・
鳥
取

を
紹
介
し
ま
し
た
。
聴
衆
は
、
日
本

の
曲
を
し
っ
と
り
と
演
奏
す
る
チ
ェ

ロ
の
音
色
に
聴
き
入
り
、
コ
ン
サ
ー

ト
の
終
わ
り
に
は
、
大
き
な
拍
手
が

鳴
り
止
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

とっとり市報

ご
存
知
の
と
お
り
、姉
妹
館
に
な
っ

て
い
る
わ
ら
べ
館
と
ハ
ー
ナ
ウ
市
の

ヘ
ッ
セ
ン
人
形
博
物
館
が
、
こ
れ
ま

で
も
両
国
の
お
も
ち
ゃ
を
テ
ー
マ
に

し
た
楽
し
い
展
示
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
展
示
会
を
通
し
て
、

姉
妹
都
市
に
関
心
を
寄
せ
る
市
民
の

輪
が
、
両
市
で
次
第
に
広
が
っ
て
い

ま
す
。

そ
し
て
、
姉
妹
都
市
提
携
を
行
っ

た
平
成
十
三
年
度
か
ら
は
、「
市
民

手
づ
く
り
交
流
事
業
」
に
よ
り
、
両

市
の
民
間
団
体
が
市
民
レ
ベ
ル
の
交

流
を
始
め
て
い
ま
す
。
昨
年
十
月
に

は
鳥
取
市
内
の
女
性
書
道
グ
ル
ー
プ

が
、
ハ
ー
ナ
ウ
市
の
小
学
校
や
人
形

博
物
館
で
書
道
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。
学
校
訪
問
の
中
で
行
っ
た
書
道

実
演
の
ほ
か
、
お
手
玉
や
コ
マ
回
し

な
ど
の
日
本
の
遊
び
に
、
子
ど
も
た

こ
れ
ら
の
心
温
ま
る
交
流
に
よ
っ

て
、
ハ
ー
ナ
ウ
市
民
に
多
く
の
「
鳥

取
フ
ァ
ン
」
が
生
ま
れ
た
こ
と
は
、

現
地
の
新
聞
に
も
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。

姉
妹
都
市
提
携
2
年
目
に
な
る
本

年
も
、
市
民
手
づ
く
り
交
流
事
業
の

参
加
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ユ
ニ
ー
ク
で
、
面
白
い
事
業

を
、
ど
ん
ど
ん
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

楽
し
み
に
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
募
集
内
容
は
十
二
頁
を
御
覧
く
だ

さ
い
。

国際交流ひろば

■鳥取市国際交流員
イザベル・ハーター

⑫

■初級ハングル講座
と　き　6月11日（火）からの毎週火曜日（祝日は休みます）

午前10時30分～11時30分（全20回）
※講師の都合により日程が変更になる場合があります
講　師　鳥取市国際交流員　張日榮（チャン・イルヨン）氏
定　員　30人（先着順）
受講料　無料（教材費は自己負担）
■世界の料理教室（イギリス風料理）
と　き　6月6日（木） 午前10時～午後2時
講　師　サージャント・みよこ氏
定　員　10人（先着順）
受講料　無料（材料費は自己負担）
■利用案内
◇開館時間　午前9時～午後9時
◇休 館 日　�毎週月曜日�年末年始（12月31日～1月5日)
◇使 用 料 無料
◇申し込み先　鳥取市国際交流プラザ（湖山西一丁目・�31-3253）

鳥取市国際交流プラザ
からのお知らせ

「ドイツの人とどんな交流ができます
か？」最近こんな質問をよく聞きます。
今回は、質問にお答えして鳥取市とハー
ナウ市の間で行われている交流事業に
ついてお話しします。

手
づ
く
り
で

交
流
の
輪
を平成13年度市民手づくり事業書道交流 平成13年度市民手づくり事業書道交流 

張 日 榮 張 日 榮 


